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可給態硫黄含量が低い土壌における水稲の生育・収量と硫黄資材の施用効果
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1　はじめに

　近年、国内では硫黄欠乏による水稲の生育抑制や収

量低下が複数報告されている。岩手県内においても、

水田の定点調査試料において、土壌の可給態硫黄含量

が昭和 54 年～ 62 年調査時との比較で、平成 26 年～

29 年調査時では低下していることが報告され１）、硫

黄欠乏の発生が懸念されている。そこで、可給態硫黄

含量が低い水準の圃場において、水稲の生育・収量及

び硫黄吸収量を調査するとともに、硫黄資材の施用効

果について検討した。

2　試験方法

　（1) 現地試験

　試験は、作付け前の可給態硫黄含量が、水稲の硫黄

欠乏発生リスクが高いとされる水準（乾土 1kg 当たり

10mg 未満）にある岩手県内の圃場で 2020 年（試験 1）

と 2021 年（試験 2）に実施した（表 1）。

　試験区は、硫黄資材を施用しない無施用区と、硫

黄資材として石膏（硫黄 17% 程度を含む）を基肥施用

する区を設定した。石膏の施用量は、試験 1は 10a 当

たり現物で 40kg および 100kg、試験 2 は 20kg および

40kg とした。また、試験 1 では、追肥による効果を

確認するため、6 月 11 日に石膏を 10a 当たり 20kg 施

用する区を設けた。試験規模は、試験 1 は 1 区 63m2、

試験 2は 110m2 とし、各区 3反復とした。

　品種はひとめぼれで、試験 1 は 5 月 13 日、試験 2

は 5 月 19 日に移植した。その他の施肥、防除等の栽

培管理は現地慣行とした。

　（2) ポット試験

　現地試験圃場（2020 年：奥州市、2021 年：北上市）

の土壌を 1/5000a ワグネルポットに乾土で 2.4kg 充填

し、ポット試験を実施した。

　試験区の設定は、現地試験と同様としたが、2021

年の試験では、基肥に窒素成分を硫安で施用する区を

設けた。硫安施用区には石膏は施用せず、硫安から

10a 当たり 28.6kg 程度の硫黄が施用される。試験は

各区 3反復とした。

　品種はひとめぼれで、2020 年は 5月 15 日、2021 年

は 5 月 20 日にポット当たり 3 本移植し、岩手県農業

研究センター内の屋外で栽培した。　

　施肥は、窒素、リン酸、カリが成分量でポット当た

り各 0.5g となるよう尿素（2021 年硫安施用区は硫安）、

重過石、塩化カリを施用し、水管理は、イオン交換水

を用いて常時湛水とした。

3　試験結果及び考察

　（1) 現地試験

　草丈・茎数の推移および成熟期形質と収量を図 1、

2 に示す。硫黄資材施用区では、6 月下旬の草丈・茎

数が無施用区を上回る傾向で、試験 1では追肥施用区

が全試験区で最大であった。一方、硫黄資材の施用量

による差は判然としなかった。また、無施用区におい

ては、葉の黄化や著しい生育不良等、明瞭な硫黄欠乏

の症状は認められなかった。

　中干し (試験 1：6月 18 ～ 7 月 10 日、試験 2：7月

1 ～ 31 日 ) 開始以降の 7 月中下旬の調査では、無施

用区と硫黄資材施用区における草丈・茎数と、成熟期

の稈長・穂長・穂数の差は判然としなかった。

　玄米収量は、試験 1の結果では、硫黄資材施用区で

無施用区を上回る傾向であったものの、無施用区にお

いても 10a 当たり 640kg と十分な収量が確保され、硫

黄欠乏による収量低下は確認されなかった。また、試

験 2においては、いずれの試験区も同程度で、収量に

対する硫黄資材の効果は判然としなかった。辻は、中

干しによる酸化条件で、還元状態の S2- が SO4
2- へと急

速に変化し、幼穂形成期にかけて、水稲の SO4-S 含量

が顕著に増大したことを報告している２）。現地圃場に

おいて中干し以降、硫黄資材の効果が判然としなかっ

たのは、中干しにより土壌の可給態硫黄が増加したこ

とや、灌漑水からの硫酸イオンの供給が影響している

ことが推察された。

　成熟期の稲体硫黄吸収量は、表 2 に示すように 10a

当たり 0.8 ～ 1.3kg で、資材による硫黄施用量（10a

当たり 3.4kg ～ 17kg 程度）に比べ僅かであった。ま

た、無施用区と硫黄資材施用区で顕著な差は認められ

なかったが、灌漑水の硫酸イオン濃度が高い試験 2の

硫黄吸収量が多い傾向であった。

　（2) ポット試験

　ポット試験における草丈・茎数の推移を図 3に示す。

硫黄資材を施用した区では、7月上旬及び下旬の草丈・

茎数が無施用区を上回る傾向であった。ポット試験で

は、酸化的な条件になり難いことや、灌漑水からの硫

黄供給が無いことから、7 月下旬まで差が継続したも

のと推察された。しかし、現地試験同様、無施用区に

おいても、葉の黄化や著しい生育不良等、明瞭な硫黄

欠乏の症状は認められなかった。
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４　まとめ

　可給態硫黄含量が低い土壌において、現地試験およ

びポット試験を実施し、水稲への影響を調査した。硫

黄資材の施用により、現地試験では 6月下旬、ポット

試験では 7月上、下旬の草丈・茎数が増大する傾向が

みられた。一方、現地試験において、中干し開始以降

の 7月中下旬の草丈・茎数、成熟期形質および収量に

対する硫黄資材の効果は判然としなかった。
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